

































































名　称 人数 対象 期間 主な生活・教育環境への批判 備　考
赤坂臨海




























































































































































































































































































































































































































































 3 拙稿（「大正期における「虚弱児童」の教育問題化と「野外教育」」『論叢 :玉川大学教育学部紀要』2011年，
47-64頁）を参照。










 5 渡辺貴裕「＜林間学校＞の誕生―衛生的意義から教育的意義へ―」『京都大学大学院 教育学研究科紀要』第
51号，2005年，343-356頁。
 6 拙稿（「大正期における「林間学校」の受容と発展に関する一考察」『学術研究 . 人文科学・社会科学編』早
稲田大学教育・総合科学学術院教育会，2016年，387-407頁）を参照。
 7 岩間教育科学文化研究所編『学校空間の研究―もう一つの学校改革をめざして―』星雲社，2014年。








































 35 岡田・竹内，前掲，170頁及び 185頁。
 36 『赤坂臨海教育団事業報告書』1917年，21頁（「案（臨海教育団に関する通牒）」『大正 6年雑件冊の 40』
294-378頁（都公文書館請求番号：302.C4.14）所収）。
 37 岡田・竹内，前掲，167頁。
 38 同上，186-192頁及び 135頁。
 39 東京市社会局，前掲，1-23頁。
 40 佛蘭西寄贈病院，前掲，258-268頁。
 41 「文部省令第七号 学校医ノ資格及職務ニ関スル規程」『官報』第 2263号，1920年，1頁。
 42 文部省『学校保健百年史』133頁。
 43 大西永次郎「夏季に於ける児童の田園滞在」『教育時論』1483号，開発社，1926年，2-3頁。







 45 「東京の学校にも必要だ関西の児童教育に伴ふ長所守屋市教育課長談」『東京朝日新聞』1916年 7月 28日，7
頁。「臨海教授を視察して子供等は短時日の転地で目方が殖え快活になつた文部省衛生官　北豊吉氏談」『東





 47 杵淵義房「社会教化事業の学術的研究」『社会事業』8巻 2号，中央社会事業協会，1924年，37-38頁。文部
省学校衛生課「学校衛生と林間学校の新しき任務」『社会事業』8巻 5号，1924年，12-69頁。「各地社会事
業の情勢 東京市内小学校夏期施設」『社会事業』8巻 6号，1924年，68-69頁。齋藤愛子「林間学校所感」『社














 59 麹町小学校『麹町小学校の百年』麹町小学校創立百周年記念会，1974年，25及び 65-67頁，74頁。
